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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理対象水としての原水が流入する上部チャンバ；
　膜蒸留工程による処理水が生産される下部チャンバ；
　上部チャンバと下部チャンバとの間に具備される膜蒸留分離膜；
　前記上部チャンバの内部空間に具備され、上部チャンバに流入した原水を加熱する太陽
熱集熱器；
　前記下部チャンバの下端の一方側に具備されて浮力を提供するフロート;を含み、
　上部チャンバと下部チャンバとの温度差によって膜蒸留分離膜上の原水が蒸気化し、原
水の蒸気が膜蒸留分離膜を透過して下部チャンバに移動し、下部チャンバに移動した蒸気
が凝結して処理水が生産され、
　前記上部チャンバの一方側に原水が流入する原水流入口が具備され、前記太陽熱集熱器
は複数の気孔が設けられた板状に形成され、
　前記太陽熱集熱器は垂直基準で上部チャンバの原水流入口と膜蒸留分離膜との間に具備
され、
　上部チャンバの原水流入口を介して流入した原水は太陽熱集熱器上に供給されて加熱さ
れ、加熱された原水は太陽熱集熱器に設けられた複数の気孔を介して膜蒸留分離膜上に供
給され、
　原水に含まれている気泡は、浮上分離されて、太陽熱集熱器の気孔から外部へ排出され
る、
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ことを特徴とするフロート型膜蒸留装置。
【請求項２】
　前記上部チャンバの原水流入口にフィルタ部材が具備され、
　原水はフィルタ部材を通ってから原水流入口を介して太陽熱集熱器上に供給されること
を特徴とする請求項１に記載のフロート型膜蒸留装置。
【請求項３】
　前記下部チャンバの底面に蒸気を凝結させて処理水を生産する冷却板がさらに具備され
ることを特徴とする請求項１に記載のフロート型膜蒸留装置。
【請求項４】
　前記フィルタ部材は、原水に含まれている汚染物質をろ過し、粒子状ろ過材またはろ過
膜の形態で形成されることを特徴とする請求項２に記載のフロート型膜蒸留装置。
【請求項５】
　前記フィルタ部材は、吸着材で構成され、またはろ過材と吸着材とが組み合わされて構
成されることを特徴とする請求項２に記載のフロート型膜蒸留装置。
【請求項６】
　処理対象水としての原水が流入する上部チャンバ；
　膜蒸留工程による処理水が生産される下部チャンバ；
　上部チャンバと下部チャンバとの間に具備される膜蒸留分離膜；
　前記上部チャンバの内部空間に具備され、上部チャンバに流入した原水を加熱する太陽
熱集熱器；
　前記下部チャンバの下端の一方側に具備されて浮力を提供するフロート;を含み、
　上部チャンバと下部チャンバとの温度差によって膜蒸留分離膜上の原水が蒸気化し、原
水の蒸気が膜蒸留分離膜を透過して下部チャンバに移動し、下部チャンバに移動した蒸気
が凝結して処理水が生産され、
　前記上部チャンバの一方側に原水が流入する原水流入口が具備され、前記太陽熱集熱器
は複数の気孔が設けられた板状に形成され、
　前記太陽熱集熱器は垂直基準で原水流入口の上部に具備され、
　上部チャンバの原水流入口を介して流入した原水は膜蒸留分離膜上に供給されて加熱さ
れ、
　原水に含まれている気泡は、浮上分離されて、太陽熱集熱器の気孔から外部へ排出され
ることを特徴とするフロート型膜蒸留装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フロート型膜蒸留装置に係り、より詳しくは、太陽光を集熱して原水を加熱
し、加熱された原水を膜蒸留分離膜側に供給するに際して原水を効果的に加熱すると共に
、均一に加熱された原水が膜蒸留分離膜に供給されるようにするフロート型膜蒸留装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　膜蒸留法（ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ）は、疎水性高分子分離膜の
表面で相変化が起こり、分離膜の表面微細気孔を介して蒸気が透過して凝縮、分離する工
程であって、不揮発性物質や揮発性が相対的に低い物質を分離し、除去する脱塩工程や、
水溶液中から揮発性の高い有機物を分離するのに用いることができる。
【０００３】
　膜蒸留に係る概念が１９６０年に提案されてから現在に至るまで、膜蒸留に係る研究は
主にアメリカ、ヨーロッパ、日本、オーストラリアを中心に進められてきた。近年、従来
の蒸発または逆浸透膜を用いた分離工程を膜蒸留分離工程に代替しようとする動きが活発
である。
【０００４】
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　現在、純水の製造や淡水化工程において用いられている蒸発法や逆浸透膜法では、多く
のエネルギーが要され、とりわけ、逆浸透膜法では、汚染やファウリングという問題のた
め使用前に複数段階の前処理過程が要求され、運転管理上の困難だけではなく、高圧力で
運転されることからポンプの動力源である電気エネルギーが多く使用されるという不具合
がある。
【０００５】
　一方、膜蒸留法では、多孔性膜を使用し且つ限外ろ過法や逆浸透膜法に比べて低圧力で
運転され、蒸気圧の分圧差によって分離が行われる。また、膜蒸留法の場合、塩のような
不揮発性物質を分離し、除去するうえで伝統的な蒸留法の問題点である飛沫同伴がなく、
且つ高圧力で運転されるろ過器または分離膜を使用しなくて済む。
【０００６】
　このような膜蒸留分離工程の長所のため、膜蒸留法を用いた淡水化または脱塩化処理工
程は、低コストで装置を構成することができ、且つ装置の耐久性に優れ、飲用水の生産に
おいて競争力がある。
【０００７】
　また、膜蒸留工程に再生可能エネルギーまたは廃熱を用いる場合、純粋分離コストを大
きく下げることができる。そこで、廃熱または太陽熱を用いる膜蒸留工程に関する研究が
持続されてきており、主に、膜蒸留工程の熱源として太陽熱集熱器を用い、太陽光パネル
を電力源とするオフグリッド型（ｏｆｆ－ｇｒｉｄ）の小型淡水化パイロットプラントが
提案されたことがある。
【０００８】
　本出願人も太陽熱集熱器を膜蒸留工程に適用した多数の特許（韓国登録特許第１４４４
８８４号、韓国公開特許第２０１５－１２５７６号、韓国公開特許第２０１５－１２５７
８号参照）を出願したことがあり、また、本出願人の特許では、膜蒸留工程に太陽熱集熱
器を適用すると共に、膜蒸留装置の一方側にフロートを具備させ、別途の冷却水供給が要
求されない装置を提示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国登録特許第１４４４８８４号
【特許文献２】韓国公開特許第２０１５－１２５７６号
【特許文献３】韓国公開特許第２０１５－１２５７８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、太陽光を集熱して原水を加熱し、加熱された原水を膜蒸留分離膜側に供給す
るに際して原水を効果的に加熱すると共に、均一に加熱された原水が膜蒸留分離膜に供給
されるようにする最適構造のフロート型膜蒸留装置を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記した目的を達成するための本発明に係るフロート型膜蒸留装置は、処理対象水とし
ての原水が流入する上部チャンバ；膜蒸留工程による処理水が生産される下部チャンバ；
上部チャンバと下部チャンバとの間に具備される膜蒸留分離膜；前記上部チャンバの内部
空間に具備され、上部チャンバに流入した原水を加熱する太陽熱集熱器；前記下部チャン
バの下端の一方側に具備されて浮力を提供するフロート;を含んでなり、上部チャンバと
下部チャンバとの温度差によって膜蒸留分離膜上の原水が蒸気化し、原水の蒸気が膜蒸留
分離膜を透過して下部チャンバに移動し、下部チャンバに移動した蒸気が凝結して処理水
が生産されることを特徴とする。
【００１２】
　前記上部チャンバの一方側に原水が流入する原水流入口が具備され、前記太陽熱集熱器
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は複数の気孔が設けられた板状をなし、前記太陽熱集熱器は垂直基準で上部チャンバの原
水流入口と膜蒸留分離膜との間に具備され、上部チャンバの原水流入口を介して流入した
原水は太陽熱集熱器上に供給されて加熱され、加熱された原水は太陽熱集熱器に設けられ
た複数の気孔を介して膜蒸留分離膜上に供給され、原水に含まれている気泡は、浮上分離
されて、膜蒸留分離膜の気孔から外部へ排出される。
【００１３】
　前記上部チャンバの原水流入口にフィルタ部材が具備され、原水はフィルタ部材を通っ
てから原水流入口を介して太陽熱集熱器上に供給される。また、前記下部チャンバの底面
に蒸気を凝結させて処理水を生産する冷却板がさらに具備される。
【００１４】
　前記フィルタ部材は、原水に含まれている汚染物質をろ過し、粒子状ろ過材またはろ過
膜の形態で構成されていてよい。また、前記フィルタ部材は、吸着材で構成され、または
ろ過材と吸着材とが組み合わされて構成されていてよい。
【００１５】
　前記上部チャンバの一方側に原水が流入する原水流入口が具備され、前記太陽熱集熱器
は複数の気孔が設けられた板状をなし、前記太陽熱集熱器は垂直基準で原水流入口の上部
に具備され、上部チャンバの原水流入口を介して流入した原水は膜蒸留分離膜上に供給さ
れて加熱され、原水に含まれている気泡は、浮上分離されて、膜蒸留分離膜の気孔から外
部へ排出されていてよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係るフロート型膜蒸留装置は次のような効果がある。
【００１７】
　フロート型膜蒸留装置を構成するに際して、気孔が設けられた太陽熱集熱器を適用する
ことで原水を効果的に加熱すると共に、加熱された原水を膜蒸留分離膜上に均一に供給す
ることができ、膜蒸留効率を向上することができる。これに加え、太陽熱集熱器に設けら
れた複数の気孔が、原水の気泡が排出される通路として用いられることで、気泡によって
膜蒸留分離膜の有効膜面積が低減することを防止することができ、膜蒸留効率を倍加する
ことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置の断面図。
【図２】本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置の分離斜視図。
【図３】本発明の他の実施例に係るフロート型膜蒸留装置の断面図。
【図４ａ】従来技術の実験結果であって、図４ａは、太陽熱集熱器と冷却水（原水）の温
度を示す図であり、図４ｂは、膜蒸留工程を介して生産された処理水の量を示す図である
。
【図４ｂ】従来技術の実験結果であって、図４ａは、太陽熱集熱器と冷却水（原水）の温
度を示す図であり、図４ｂは、膜蒸留工程を介して生産された処理水の量を示す図である
。
【図５ａ】本発明の実験結果であって、図５ａは、太陽熱集熱器と冷却水（原水）の温度
を示す図であり、図５ｂは、膜蒸留工程を介して生産された処理水の量を示す図である。
【図５ｂ】本発明の実験結果であって、図５ａは、太陽熱集熱器と冷却水（原水）の温度
を示す図であり、図５ｂは、膜蒸留工程を介して生産された処理水の量を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、処理対象水としての原水上で浮遊する状態で、膜蒸留工程を介して原水から
処理水を生産するフロート型膜蒸留装置に関する技術を提示する。
【００２０】
　膜蒸留装置は、「背景技術」のところで触れたように、原水と冷却水との温度差によっ
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て蒸気圧の分圧差を誘導して原水の蒸気が膜蒸留分離膜を透過されるようにすることで原
水から処理水を生産する方式のものである。
【００２１】
　本発明に係るフロート型膜蒸留装置が浮遊する原水は処理対象水であり且つ膜蒸留工程
の冷却水の役割をする。すなわち、フロート型膜蒸留装置が浮遊する原水は、膜蒸留工程
の原水供給源であり且つ冷却水供給源である。本発明に係るフロート型膜蒸留装置の流入
水側に原水が供給され、フロート型膜蒸留装置の処理水側に貯留されている処理水は原水
によって冷却される方式である。
【００２２】
　この種のフロート型膜蒸留装置を設計するに際して、膜蒸留工程による処理水の生産効
率を高めるためには、原水と冷却水との温度差を一定に保持する必要がある。原水と冷却
水との温度差を一定に保持するとは、言い換えれば、膜蒸留装置の流入水側に供給される
原水が均一に加熱されると共に、加熱された原水が膜蒸留分離膜に効果的に供給されるこ
とを意味する。
【００２３】
　本発明は、膜蒸留装置の流入水側に供給される原水を均一に加熱すると共に、加熱され
た原水が膜蒸留分離膜に効果的に供給されるようにする最適構造のフロート型膜蒸留装置
を提示する。
【００２４】
　以下、図面を参考して本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置について詳しく説
明することにする。
【００２５】
　図１及び図２を参考すると、本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置は、上部チ
ャンバ１１０と下部チャンバ１２０を具備する。前記上部チャンバ１１０は流入水側に相
当し、前記下部チャンバ１２０は処理水側に相当する。また、前記上部チャンバ１１０と
下部チャンバ１２０との間には膜蒸留分離膜１３０が具備される。処理対象水としての原
水は流入水側である上部チャンバ１１０に供給され、上部チャンバ１１０と下部チャンバ
１２０との温度差によって蒸気圧の分圧差が発生し、これによって、原水の蒸気が膜蒸留
分離膜１３０を透過し、処理水側である下部チャンバ１２０に移動する。前記上部チャン
バ１１０の一方側には原水が流入する原水流入口１１１が具備され、前記下部チャンバ１
２０の一方側には生産された処理水を排出するための処理水排出口１２１が具備される。
【００２６】
　前記上部チャンバ１１０と下部チャンバ１２０を含む本発明に係るフロート型膜蒸留装
置は、処理対象水としての原水に浮遊する形態で具備され、フロート型膜蒸留装置が浮遊
する原水は、膜蒸留工程の処理対象水であり且つ膜蒸留工程の冷却水の役割をする。また
、フロート型膜蒸留装置の浮遊を可能にするために、前記下部チャンバ１２０の下端の一
方側に浮力を提供するフロート１６０が具備される。
【００２７】
　一方、上部チャンバ１１０と下部チャンバ１２０との温度差を誘導するために、正確に
は、上部チャンバ１１０の原水と下部チャンバ１２０との温度差を誘導するために、上部
チャンバ１１０に供給される原水の温度は上げ、下部チャンバ１２０の温度が上ることは
抑制する必要がある。
【００２８】
　上部チャンバ１１０に供給される原水の温度を上げるために上部チャンバ１１０には太
陽熱集熱器１４０が具備され、下部チャンバ１２０の温度上昇を抑制するために下部チャ
ンバ１２０の一方側には冷却板１２２が具備される。
【００２９】
　前記太陽熱集熱器１４０は、太陽光を集熱して上部チャンバ１１０に流入する原水を均
一に加熱すると共に、加熱された原水を膜蒸留分離膜１３０に隈なく供給する役割をする
。前記太陽熱集熱器１４０は、複数の気孔１４１が設けられた板状をなし、前記上部チャ
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ンバ１１０の内部空間に据え付けられる形態で具備される。太陽熱集熱器１４０を介して
原水を加熱すると共に、加熱された原水が膜蒸留分離膜１３０に隈なく供給されるように
するために、前記太陽熱集熱器１４０は、垂直基準で上部チャンバ１１０の原水流入口１
１１と膜蒸留分離膜１３０との間に具備される。
【００３０】
　これによって、上部チャンバ１１０の処理水流入口を介して流入した原水は太陽熱集熱
器１４０上に移動し、太陽熱集熱器１４０が太陽熱集熱によって加熱された状態であるた
め、太陽熱集熱器１４０上に移動してきた原水は太陽熱集熱器１４０によって均一に加熱
され、太陽熱集熱器１４０上で均一に加熱された原水は、太陽熱集熱器１４０に所定の間
隔を隔てて設けられた複数の気孔１４１から膜蒸留分離膜１３０上に隈なく供給される。
【００３１】
　一方、前記太陽熱集熱器１４０に設けられた複数の気孔１４１は、加熱された原水を膜
蒸留分離膜１３０上に供給する役割の他、膜蒸留分離膜１３０上の原水から分離した気泡
を外部へ排出させる役割をする。太陽熱集熱器１４０を介して膜蒸留分離膜１３０上に供
給された原水中には気泡が存在し、該気泡が膜蒸留分離膜１３０の表面に吸着すると、膜
蒸留分離膜１３０の有効膜面積を縮小させ、膜蒸留工程の効率を低下させる要因として働
く。このような気泡は、原水の均一な分布の邪魔となると共に、原水温度の不均一を生じ
させる。膜蒸留分離膜１３０上の原水に存在する気泡は浮上分離され、浮上分離された気
泡は太陽熱集熱器１４０の気孔１４１から外部へ排出され、これによって、膜蒸留分離膜
１３０の表面上への気泡の吸着を抑制することができる。
【００３２】
　前記太陽熱集熱器１４０は、熱吸収率及び熱伝導率に優れる物質から構成される必要が
あり、一実施例として、金属または非金属材質からなるものであってよい。また、太陽熱
集熱器１４０を用いた集熱を可能にするために、前記上部チャンバ１１０の上面は透明窓
から構成され、または上部チャンバ１１０の上面が開口した形態で構成されていてよい。
【００３３】
　上述した説明において、前記太陽熱集熱器１４０が垂直基準で上部チャンバ１１０の原
水流入口１１１と膜蒸留分離膜１３０との間に具備される実施例を提示したが、他の実施
例として、図３に示すように、垂直基準で原水流入口１１１の上部に太陽熱集熱器１４０
が具備されるように構成することも可能である。
【００３４】
　図３の実施例のように太陽熱集熱器１４０が原水流入口１１１の上部に具備される場合
、上部チャンバ１１０の内部空間が太陽熱集熱器１４０によって予め加熱され、このよう
な状態で原水流入口１１１を介して上部チャンバ１１０の内部へ原水が流入すると、流入
した原水は膜蒸留分離膜１３０上に直ちに供給され、太陽熱集熱器１４０による輻射熱、
上部チャンバの内部空間の対流などによって加熱される。
【００３５】
　また、図１の実施例と同様、膜蒸留分離膜１３０上の原水に存在する気泡は浮上分離さ
れ、浮上分離された気泡は太陽熱集熱器１４０の気孔１４１から外部へ排出され、これに
よって、膜蒸留分離膜１３０の表面上への気泡の吸着を抑制することができる。
【００３６】
　一方、前記下部チャンバ１２０の一方側には、前述したように冷却板１２２が具備され
る。正確には、下部チャンバ１２０の底面が冷却板１２２からなる。前述したように、本
発明に係るフロート型膜蒸留装置は原水に浮遊する形態で具備され、フロート型膜蒸留装
置が浮遊する原水は、膜蒸留工程の処理対象水であり且つ膜蒸留工程の冷却水の役割をす
る。
【００３７】
　上部チャンバ１１０に供給された原水が太陽熱集熱器１４０によって加熱されるのに対
し、下部チャンバ１２０を含むフロート型膜蒸留装置を浮遊させる原水は、相対的に低い
温度を保持する。これによって、相対的に低い温度を保持する下部チャンバ１２０に接す
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る原水の温度を冷却板１２２を介して熱伝逹させることで、下部チャンバ１２０内部の温
度を上部チャンバ１１０の温度よりも低く保持することができるようになる。
【００３８】
　一方、前記上部チャンバ１１０の原水流入口１１１にフィルタ部材１５０を具備させて
いてよい。すなわち、原水が前記フィルタ部材１５０を通ってから原水流入口１１１を介
して上部チャンバ１１０の太陽熱集熱器１４０上に流入するようにすることができる。前
記フィルタ部材１５０は、原水に含まれている有機汚染物質、微粒子などをろ過する役割
をし、粒子状ろ過材またはろ過膜の形態で構成していてよい。また、前記フィルタ部材１
５０は、吸着材で構成し、またはろ過材と吸着材とを組み合わせて構成していてもよい。
【００３９】
　以上、本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置の構成について説明した。以下で
は、前記した構成を有するフロート型膜蒸留装置の動作、すなわち、フロート型膜蒸留装
置を用いた処理水の生産方法について説明することにする。
【００４０】
　先ず、処理対象水としての原水に本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置が浮遊
された状態で具備される。上部チャンバ１１０の内部に上部チャンバ１１０の全面にわた
って具備された太陽熱集熱器１４０は、太陽光を集熱して加熱された状態をなす。
【００４１】
　このような状態で、処理対象水としての原水が上部チャンバ１１０の原水流入口１１１
を介して上部チャンバ１１０に流入し、太陽熱集熱器１４０上に供給される。太陽熱集熱
器１４０が太陽熱集熱によって加熱された状態であるため、太陽熱集熱器１４０上に供給
された原水が太陽熱集熱器１４０によって加熱される。太陽熱集熱器１４０によって加熱
された原水は、太陽熱集熱器１４０に所定の間隔を隔てて設けられた複数の気孔１４１か
ら下向き移動して、膜蒸留分離膜１３０上に隈なく供給される。ここで、原水流入口１１
１に有機汚染物質などをろ過するフィルタ部材１５０が具備され、原水がフィルタ部材１
５０を通ってから原水流入口１１１を介して上部チャンバ１１０の内部に供給されるよう
にすることもできる。
【００４２】
　原水が太陽熱集熱器１４０によって加熱され、気孔１４１から膜蒸留分離膜１３０上に
移動する過程で、下部チャンバ１２０の内部は冷却板１２２によって上部チャンバ１１０
の原水の温度よりも相対的に低い温度を保持する。相対的に低い温度を保持する下部チャ
ンバ１２０に接する原水の温度を冷却板１２２を介して熱伝逹させることで、下部チャン
バ１２０の内部の温度を上部チャンバ１１０の温度よりも低く保持することができるよう
になる。
【００４３】
　これによって、膜蒸留分離膜１３０を基準で膜蒸留分離膜１３０上に供給された原水の
温度と下部チャンバ１２０の内部の温度との間には温度差が生じ、このような温度差によ
って蒸気圧の分圧差が誘導されて膜蒸留分離膜１３０上の原水が蒸気化し、当該蒸気は膜
蒸留分離膜１３０を透過して下部チャンバ１２０に移動するようになる。下部チャンバ１
２０に移動した蒸気は、冷却板１２２と接触して凝結し、それによって処理水が生産され
る。生産された処理水は、下部チャンバ１２０の一方側に具備された処理水排出口１２１
を介して処理水槽（図示せず）に移動して、本発明に係る一連の膜蒸留工程が完了する。
【００４４】
　上述したところにおいて、膜蒸留方式をＡＧＭＤ（Ａｉｒ　Ｇａｐ　Ｍｅｍｂｒａｎｅ
　Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ）で構成したが、ＤＣＭＤ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｏｎｔａｃｔ
　Ｍｅｍｂｒａｎｅ　Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ）方式、ＶＭＤ（Ｖａｃｕｕｍ　Ｍｅｍ
ｂｒａｎｅ　Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ）方式、ＳＧＭＤ（Ｓｗｅｅｐ　Ｇａｓ　Ｍｅｍ
ｂｒａｎｅ　Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ）方式のいずれか一方式で構成することも可能で
ある。また、処理水槽の後段に、処理水の後処理のために処理水のアルカリ度を高めて耐
腐食性を向上させるべく、炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）系物質を供給する装置またはイ
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一実施例に係るフロート型膜蒸留装置は、複数の当該装置を組み合わせて格子形態で構成
していてもよく、この場合、複数のフロート型膜蒸留装置を一つの処理水槽に連結してい
てよい。
【００４５】
　以上、本発明の一実施例に係るフロート型膜蒸留装置及びその動作について説明した。
次いで、実験例を挙げて本発明をより具体的に説明することにする。
【００４６】
　気孔のない太陽熱集熱器を適用したフロート型膜蒸留装置（以下、「従来技術」と称す
る）と、気孔が設けられた太陽熱集熱器を適用したフロート型膜蒸留装置（以下、「本発
明」と称する）のそれぞれに対して膜蒸留工程を進行した。従来技術の場合、２０１７年
２月から７月までの６ヶ月間進行し、本発明の場合、２０１７年４月から８月までの５ヶ
月間進行した。従来技術と本発明とも、太陽熱集熱器の材質は銅（ｃｏｐｐｅｒ　ｐｌａ
ｔｅ）とした。図４ａ及び図４ｂは、従来技術の実験結果であって、図４ａは、太陽熱集
熱器と冷却水（原水）の温度を示す図であり、図４ｂは、膜蒸留工程を介して生産された
処理水の量を示す図である。図５ａ及び図５ｂは、本発明の実験結果であって、図５ａは
、太陽熱集熱器と冷却水（原水）の温度を示す図であり、図５ｂは、膜蒸留工程を介して
生産された処理水の量を示す図である。
【００４７】
　図４ａ及び図５ａを参考すると、従来技術と本発明とも、太陽熱集熱器と冷却水（原水
）の温度差が類似していることが分かる。すなわち、気孔が設けられた太陽熱集熱器を適
用しても、気孔のない太陽熱集熱器に比べ、流入水側と処理水側の温度に大きな差がない
ことを確認することができる。
【００４８】
　一方、図４ｂ及び図５ｂを参考すると、従来技術に係る処理水の生産量と本発明に係る
処理水の生産量とには差があることを確認することができる。従来技術の場合（図４ｂ参
考）、季節に関わらず５０ｇ以下の処理水が生産されるのに対し、本発明の場合（図５ｂ
参考）、半分以上の時点で約５０～８０ｇの処理水が生産されることを確認することがで
きる。このような結果は、気孔が設けられた太陽熱集熱器を適用した本発明の場合、気孔
から気泡が排出されるため、気泡によって膜蒸留分離膜の有効膜面積が減少することが抑
えられ、膜蒸留工程の効率が高められたものと推定される。
【符号の説明】
【００４９】
　１１０：上部チャンバ　　　　　　１１１：原水流入口
　１２０：下部チャンバ　　　　　　１２１：処理水排出口
　１３０：膜蒸留分離膜　　　　　　１４０：太陽熱集熱器
　１４１：気孔　　　　　　　　　　１５０：フィルタ部材
　１６０：フロート
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